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市長定例記者会見（令和５年６月９日）録 

                  １１時３０分～１２時１１分 

題材に入ります前に、高松まつりの花火大会につきまして、一言申しあげたいと

思います。 

先月２９日に高松まつり振興会の役員会で８月１３日（日）高松まつりの花火

大会を開催するということが役員会で承認されました。 

今年は花火大会できるということでございまして、まずは、決定をいただきま

した皆様の御尽力に、心から感謝を申し上げたいと存じます。 

昨年は、コロナ感染の第７波が猛威を振るっていた時でございまして、ただど

うにか市民の皆様に元気を取り戻していただき、高松に、にぎわいと活気を取り

戻す契機にしたいという思いで、花火大会はできませんでしたが、それ以外の高

松まつりを開催するということにしたところでございます。 

市民の皆様からはまつりの開催によって、「観客の笑顔が力になった。感謝の

気持ちを込めて踊った」とか、「コロナで沈んだ気分が晴れた。活気が戻って良

かった」「思い出に残るまつりになった」など、まつりの復活を喜ぶ多くの声を

いただいたところでございます。 

私も皆様と一緒に、「正調一合まいた」の輪踊りを踊りましたけれども、皆さ

んの楽しそうな笑顔を見まして、開催して良かったなという思いでございまし

た。 

ただ、花火大会は、コロナの感染拡大の状況を踏まえまして、安全面を考慮

し、中止をせざるを得なかったということでございます。昨年は市民を始め、多

くの皆さまから、花火大会の復活を望む、多くの声いただいておったところでご

ざいます。 

どうにか今年はなんとか花火大会をという思いはあったわけでございますの

で、結果的に５年ぶりに開催できるということを、本当に喜ばしく思っておると

ころでございます。 

今年の花火大会は、観客の皆さまの安全を最優先する中での実施をしなければ

ならないということでございまして、打上時間をだいぶ短縮して１０分程度とい

うことになりまして、打ち上げの花火の数も３，０００発ということで、例年よ

りかなり規模を縮小せざるを得ないということでございます。ただ、規模は短縮
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いたしますけれども、終始、従来の花火大会のクライマックスが続くような、そ

ういう形での華やかな大会にしたいと、時間は短くても華やかなものにしたいと

いうことでございますので、準備を進めてまいって思い出に残る花火大会になる

ように準備を進めてまいりたいと考えているところでございます。 

 

それでは、題材に入らせていただきます。 

スライドの方を見ていただきたいと思いますが、今日は、３件でございます。 

「令和５年度芸術士インターンシップ生の募集」について、「たかまつマイン

クラフトまちなみデザインコンテストの開催」、「サミット給食の実施に伴う学

校訪問」について、この３点でございます。 

まずはじめに、「芸術士インターンシップ生の募集」でございます。本市で

は、市内の保育所や幼稚園などにアーティストを派遣して、子どもたちに芸術と

触れる機会を提供する「芸術士派遣事業」を実施をいたしております。 

この事業につきましては、昨年の「たかまつ政策アイデアコンテスト」で、芸

術士派遣事業においてインターンシップを実施してはどうかとの、提案がござい

まして、それを、本市の事業として実施をしようというものでございます。 

この事業によりまして、インターンシップ生に、芸術士の活動や魅力を知って

もらい、今後、本市で芸術士として活動するきっかけを作っていただくと共に、

その先の移住定住の促進にもできればつなげていきたいというものでございま

す。 

対象は、子どもたちとの芸術活動に興味がある、芸術系や保育・幼児教育系の

学部の大学生で、活動内容は、８月と９月の２回、各３日間になっております。

講習と現場実習を組み合わせたものとなっております。 

定員は、両日程とも、３名といたしております。募集期間は、本日（６月９

日）から３０日までで、本市ホームページで申し込みを受け付けております。多

くの学生の皆様の、ご応募をご期待したいと思います。 

 

 続いては、「たかまつマインクラフトまちなみデザインコンテスト」の開催に

ついてでございます。 

このコンテストは、既にご承知かと思いますが、インターネット上の仮想空間
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「メタバース」を活用いたしまして、子どもたちに未来の高松を描いてもらうと

いうものでございます。 

今回、３Ｄブロックで構成されたメタバースの世界で、物作りや冒険を楽しむ

ゲーム「マインクラフト」の中に、サンポートエリアを再現をいたすものでござ

います。 

マインクラフトは、教育分野でも使用され、世界中で大人気のゲームというこ

とで聞いております。現在、マップは作成中でございますが、本日は、完成して

いる部分について、少しご覧いただきたいと思います。右手の大きなモニター

を、ご覧いただきたいと思います。 

 

 【駅前広場 ➡ シンボルタワー ➡ フェリー乗り場 ➡ 玉藻公園】  

 

 このような形で未来の高松のサンポート、海沿いのまちづくりをいうものをい

ろんなアイディアを使っていただいて応募いただきたいというものでございま

す。コンテストのスケジュールでございますが、７月２３日（日）から作品の募

集を開始いたします。また、２３日には、オープニングイベントをＪＲ高松駅前

広場で開催いたします。完成した「マインクラフト」の中のサンポートエリアを

その場で大画面でご覧いただく予定になっております。詳細につきましては、決

まり次第、お知らせいたします。 

募集の締め切りは、マインクラフトのプログラミングに相当な時間がかかるよ

うでございまして、１０月３１日（火）ということにしております。最終的な審

査結果、表彰式が１１月２５日（土）を予定いたしております。 

応募方法など、詳しくは別添の資料のとおりでございますので、見ていただき

たいと思います。本日から市のホームページ内で、デザインコンテストの特設サ

イトを開設いたします。詳細は、こちらをご覧ください。 

私としましては、このデザインコンテストを通じまして、国内外にサンポート

エリアの魅力を発信するとともに、市民のまちづくりへの参画、またシビックプ

ライドの醸成、デジタル人材の育成など、様々な分野への波及効果を期待してい

るところでございます。しっかりと成功させる事業としていきたいと思っており

ます。 
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最後３つ目も、Ｇ７関連でございますが、私と教育長が小学校を訪問し、児童

らとともにサミット給食を楽しむ、体験いたします。 

本市では、今月６日から、子どもたちに、サミットへの興味を持ってもらうと

同時に、Ｇ７各国を身近に感じてもらうため、市立の全６９の小・中学校（小４

７校・中２２校）で、参加７カ国の家庭料理や、代表的な食材を使った１６種類

の献立を取り入れた「サミット給食」を実施しております。 

このうち、６月１４日（水）には、私と教育長が、木太南小学校を訪問いたし

まして、子どもたちと一緒に、サミット給食を楽しみたいと思います。 

木太南小学校の献立としては、ドイツの家庭料理の一つ「アイントプフ」とい

ったスープや、フランスのニンジンを使った「キャロットラペ」のほか、イギリ

スの「紅茶ゼリー」、カナダの「メープルシロップ」が献立になっているようで

す。 

サミット給食の献立など、スケジュールにつきましては、別紙のとおりでござ

います。 

また、給食の時間に、校内放送や教室の電子黒板を利用して、献立に登場する参

加国の料理などを紹介しながら、それぞれの国の良さを発見できるように工夫し

ております。 

ぜひ、子どもたちに、このサミット給食を通じて、楽しみながら、Ｇ７各国、

外国の文化に触れていただきたいというふうに考えているものでございます。 

 

【記者質問】 

 

【記者】 

 マイナンバーカードに他人名義の公金受取口座がひも付けられるトラブルがあ

ったが、それに対する受け止めと今後の対策は 

 

【市長】 

今お話しございましたように、本市におきましても、すでにご報告しておりま

すけれども、マイナンバーカードと公金受取口座をひも付ける手続きで、誤って

他人名義の口座が登録される事例が、２件確認されたとことでございます。 
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市民の皆様には、御心配と御迷惑をおかけいたしましたこと、改めて、お詫び

を詫び申しあげたいと存じます。信頼回復に向けて、今後とも、支援窓口での確

認作業を、一つ一つ確実に行いながら、引き続き適切な支援ができるよう努めて

まいりたいと思っております。 

また、再発防止策といたしましては、マイナポータルのログアウト処理の確認

を徹底するようにしておりますけれども、改めて、マイナポイントの登録手続き

を支援する窓口運営を担う委託業者に対しまして、国が示しておりますマイナポ

イント申込支援マニュアルの遵守といったこと、また支援窓口で誤登録を起こさ

ないための手順の徹底といったことを指示させていただいたところでございま

す。 

全国的にマイナンバーカードを巡り、トラブルが相次いでおるところでござい

ます。 

市民の皆様には、お手数ではございますが、念のためということもあって、ご自

身のマイナポイントの申込状況や、公金受取口座の登録状況の確認を、今一度、

お願いいたしたいと存じます。 

確認方法につきましては、マイナカードの取得者向けサイト「マイナポータ

ル」から確認していただけますし、本市の支援窓口でも確認のお手伝いといった

こともできますので、ご相談いただけたらと思います。 

万が一、登録状況に誤りが確認された場合は、すぐに本市のデジタル戦略課

（８３９－２１７２）やマイナンバー総合フリーダイヤル（０１２０－９５－０

１７８）に、御連絡をお願いいたします。 

 

【記者】 

【たかまつマインクラフトまちなみデザインコンテスト】 

市長も実際にマインクラフトを動かしてみたのか 

 

【市長】 

 私はですね、あまりゲーム得意ではないので、コントローラーをもらって、前

に進んだり、後ろに進んだり、あるいは目線を変えたりして、そのくらいの動か

しはしましたけど、実際にどこへ行って、きちっと行って探索してどうなってい
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るかというまでの複雑な動きまではまだできておりません。 

 

【記者】 

【たかまつマインクラフトまちなみデザインコンテスト】 

 マインクラフトで再現されたサンポートエリアの感想は 

 

【市長】 

 これ１つ１つブロックを積み上げて作るんですよね、それがこれだけ現実に充

実に再現されているということに少しびっくりしたのと、別の世界がコンピュー

ターの中で再現されているということでございまして、非常に電子化の進歩を感

じているところでございます。 

 子どもたちが夢中になって世界中で体験されているということなんですね。デ

ジタルネイティブの世代と我々の世代ではちょっと違うかなという気はいたしま

すけれども、こういうことによっていろんな物事を進めていくきっかけにもなる

というふうに思っておりますので、今回のコンテスト大いに期待をしているとこ

ろでございます。 

 

【記者】 

 後ろに映ってますが、すごいですね。 

【市長】 

 すごいですね。これ１個１個ブロックを重ねて積み上げておりますので、これ

シンボルタワーですね。これは昼間の情景ですけど、例えばこれを夜の情景にも

できるんですね。 

 こういうふうに夜にして、星が輝いて、空の位置関係とかも確認できるという

ことでございまして、非常にまちづくりの将来のサンポートを考えていく上で、

実際仕事の上でも参考になるのではないかなと期待しています。 

 

【記者】 

【たかまつマインクラフトまちなみデザインコンテスト】 

今後の見通しについて 
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【市長】 

 子どもたちがＩＴ関係、デジタル関係に慣れ親しむということで人材育成みた

いなものにもできるでしょうし、自分たちの将来のまちづくりを自分たちで考え

るということで、いわゆるシビックプライドですね、自分たちのまち自慢みたい

な形につながっていくと思っていますし、あるいは、こういうことを一生懸命や

ることによって、将来の自分の職業として、こういうものに関連したものをやっ

てみたいというふうに思うことも考えられますので、そういう意味でいろんな興

味を引くようなコンテストになると思っておりますので、たくさんのいろんな分

野での波及効果というものが考えられるのではないかなと思っております。 

 

【記者】 

【たかまつマインクラフトまちなみデザインコンテスト】 

 コンテスト作品を今後のまちづくりに反映させる考えは 

 

【市長】 

 審査をした上で優秀賞等が決まるわけですけれども、現実的なものを選ぶの

か、本当に夢があってなかなか難しいものを選ぶのか、それにもよりますけれど

も、実際こんなことができたらいいなというのが出てくれば、現実のまちづくり

にも応用できるように十分検討していくことは考えられることだと思います。 

 

【記者】 

 医療費無償化を高校生まで引き上げた理由は 

 

【市長】  

 少子化対策ということで国全体の喫緊の課題になっているかと思いますが、や

はり子育ての１つの課題として、子育ての経済的負担、特に医療費なんか突発的

に子どもが病気になった時に医療費がかなりかかって経済的負担が生じるという

こともあって、子育て環境をよくするためにはその辺の負担をどうにか軽減でき

ないかということで、乳幼児医療費の負担軽減、無料化ということから始まっ
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て、だんだん年齢が引き上げてきて、本市の場合令和２年度には中学生まで無料

化、入院通院共に無料化をしてきたところでございますが、この度県の方で、県

全体の子育て支援枠組みの中で、県都が小学校３年生まで所得制限なしで無料化

するということに踏み切られましたので、その分財源が高松市の場合には軽減さ

れて浮いてくるということでございまして、それを使って高松市として上乗せで

高校生まで無料化にしようということで、今回、私の選挙で公約とさせていただ

き、この前の議会で条例案も可決いただいて、８月から無料化にするということ

にしたというものでございます。 

 要は、少子化対策の１つの決め手として、子育ての経済的負担の軽減、特に医

療費というのは突発的にかかって、非常に大きなものになるということでござい

ますので、そこを軽減しようということでやらさせていただきました。県下の市

町もほぼ横並びでそろって、これで８月からはすべての市町において、香川県の

場合は、こども医療費が高校生まで無料化になるという状況になるかなと。県が

主導してやっていただいたおかげかなと思っております。 

 

【記者】 

 子ども医療費の無償化は、国が主導で行うべきという意見もあるが、市長の考

えは 

 

【市長】 

 出生数が年間８０万人を切って、７７万人になるということで、非常に厳しい

状況で、少子化という局面は厳しい状況かと思っております。 

こういう時に思い切った少子化対策というのを国に一律に求めていきたいという

ことで、特に医療費なんかは日本の場合これだけ少子化になっているので対策と

して、どこまでというのはいろいろ議論があろうかと思っておりますが、例えば

小学生までは国が、わが国は医療費無料化するんだよといったような形で、いわ

ば新しいナショナルミニマムと言っていますが、そういう形で思い切った策とし

て医療費の無料化というのを国で一律的にすべきと市長会等を通じて主張してい

るところでございます。 
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【記者】 

 県内の全市町で高校生まで医療費が無償化されることになったが、他の市町と

差別化して人口を増やす考えはあるか 

 

【市長】 

 少子化対策なり、子ども子育て対策は色んな策があろうかと思っております

が、１つ気をつけておかなければならないのは、先ほど言いましたように、基本

的な少子化対策は国全体でやるべきだと思います。市長会でも議論になっていま

すが、財源があるところとないところで、子どもの引っ張り合いみたいなことが

あってはならないと。格差があって、財源があるところは手厚くなって、子育て

対策を十分にやるけれど、財源がないところはやれないという形で、そういう引

っ張り合いをすることになってはならないというふうに思っておりますので、そ

ういう意味ではある程度、市町ある程度足並みをそろえてやるということは私は

望ましい方向だと思っております。 

 

【記者】 

【Ｇ７香川・高松都市大臣会合】 

会合を通して市としてどのような都市づくりをしていきたいか 

 

【市長】 

 今回の都市大臣会合のテーマというのが、持続可能性のある都市の発展におけ

る協働という難しいテーマかと思っております。特に持続可能性というのは、サ

スティナブル、サスティナビリティとよく言われますが、じゃあどういう点がサ

ステナブルなんだと、いろんな局面があろうかと思いますが、中心的なテーマと

して言われているのが脱炭素、地球環境の問題、これについて持続可能な形を持

っていく、要は二酸化炭素の排出をいかに抑えていくか、都市経営の中いかに抑

えていくかということが問題であるということ。それからデジタル化を用いて、

スマートシティ、デジタル化を推進しながら都市を効率的に運営していく、それ

によって持続可能な都市づくりをしていくという問題。それから大きな災害が頻

発しておりますので、そういう災害からの回復力、いわゆるレジリエンスといっ
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たことも１つの大きなテーマだと聞いておりますけれども、災害が起こった場合

の回復力をいかに図っていくのか、そういう問題は全て都市の問題に集約される

というのが昨年のドイツで行われた、第１回の都市大臣会合で言われていた議論

でございまして、それを今回高松での会合で引き継ぐということになりますの

で、その辺についてしっかりとした議論がなされると思いますが、それを受け

て、高松市のまちづくりにとりましても、それぞれ重要なテーマでございますの

で、その議論の方向性、結論あたりを高松のまちづくりにも生かしていければと

思っております。 

 

【記者】 

【Ｇ７香川・高松都市大臣会合】 

 今後のまちづくりの具体的な目標は 

 

【市長】 

 この前６月３日に香川大学の学生を交えて、Ｇ７の各国出身者の皆さんと学生

サミットが行われましたが、今の項目等に従って議論が行われましたが、特にそ

こで重点的に出されたのが公共交通の充実、活用ということでした。そのような

公共交通の充実、活用というのを諸外国の例を基にしながら、高松でもぜひこう

ありたいというような提言もまとめられておりますので、それの提言が都市大臣

会合の主催であります齋藤国土交通大臣にも提出されるという話でございますの

で、そういうのに基づいて、高松市としても具体的な施策として都市問題に対応

してまいりたいと思っているところでございます。 

 

【記者】 

【Ｇ７香川・高松都市大臣会合】 

 都市問題をどのように解決していくのか 

 

【市長】 

 脱炭素が叫ばれながら、なかなか二酸化炭素の排出削減というものに繋がるよ

うな大きな効果的な施策は十分にできていないと思っておりますし、基本的には
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公共交通の問題が出ましたが、まだまだ車社会というのが改まってない、この車

社会を公共交通の方に移行していって、脱炭素の方向性をもう少し明確に出して

いかなければならないというふうに思っておりますし、災害につきましても、ど

うしても気候変動の問題が十分に収まらないということで災害が多発化しかねな

い、多発化した場合でもそれをどうにか減災という形で被害を少なくするような

対策といったようなものも、もっともっと取っていかなければならないと思って

います。 

 そのような形でＧ７の議論を基にしながら、高松市としてもきちっと議論をし

て、まちづくりに生かしていきたいと思っています。 

 

【記者】 

【マイナンバー誤登録】 

 市で新たなトラブルは確認されていないのか 

 

【市長】 

 全国的な話ですが、受取口座が本人ではなく家族や同居人の名義の口座に登録

したというのが全国で１３万件あったというような点検結果が公表されていま

す。これもトラブルの１つかと思っていますが、あくまで本人名義の口座という

のが原則でございますので、この辺につきまして再発防止に向けましたチェック

体制やシステムの構築は国で取り組まれていますので、早急に取り組んでいただ

いて、その指示を基に今後再発防止ということで考えていきたいと思っていま

す。 

 

【記者】 

【マイナンバー誤登録】 

 市として独自に調査する予定はあるのか 

 

【市長】 

 今のところ国の指示を待っていますけれども、それ以上のチェックというのは

やっておりません。 
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 そういうどういうトラブルが発生しているかという新たな情報がございません

ので、国の指示を受けてやっていくことになろうかと思います。 

 

【記者】 

【マイナンバー誤登録】 

 国の指示を待ってから調査を行っていくのか 

 

【市長】 

 新たな調査をする必要があるか、ですね。今のところは先ほど言いました家族

名義について１３万件あったという報告がなされて、今後そのようなことがない

ように指導してほしいというようなことで聞いております。 

 

【記者】 

【マイナンバー誤登録】 

 全国的にトラブルが相次いでいるが、どのようにマイナンバーカードの普及を

進めていくのか 

 

【市長】 

 マイナンバーカード自体はこれからの社会活動をやっていく上で必要な制度で

あるということで、本市としても鋭意国の指導等に従って進めてきたところでご

ざいます。それは今後とも変わらないところです。 

 今回のトラブルについても２件についても人為的トラブルでございますし、家

族名義というのも人為的なミスでございますので、きちっとチェックをすれば再

発防止可能であるということでございますから、それはこれまで通り手順に従っ

て間違いなきように徹底していくことが一番大事なのかなと思っております。 

 

 

【記者】 

【マイナンバー誤登録】 

 委託事業者の変更や人員増加の考えは 
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【市長】 

 手順の徹底、適正な手続きを再度確認しながら行うように、委託業者に指示を

いたしましたが、先ほども言いましたが全国的な問題で、若干人為的なミスとい

うこともございますので、そこは徹底していただき、こういうことが再発しない

ように注意していただきたいと思っております。 

 

【記者】 

【マイナンバー誤登録】 

 去年発生した事案が今年になって公表されたが、それについてどう考えている

のか 

 

【市長】 

 昨年起こったわけですが、人為的ミスですので、間違ってましたということを

ご本人に説明、謝罪をし、迅速に訂正をして対応を行ったということでございま

す。市役所内部におきましても、一応インシデント報告ということで、間違いが

ありましたという報告がなされ、適切な事務処理が行われたということでござい

ます。デジタル庁で全国調査をやって公表をするというタイミングに合わせて、

今回公表したいということで、その辺に市の手続きとして誤りはなかったと思っ

ています。 

 

【記者】 

【マイナンバー誤登録】 

 発生当時、市長は把握していたのか 

 

【市長】 

 ここまで具体的なトラブルが２件ありましたというのは把握していませんが、

そういのがありましたという報告はあがったということでございます。 
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【記者】 

 チャットＧＰＴの活用に向けた検討状況は 

 

【市長】 

 チャットＧＰＴはあいさつ文などに活用しようと思ったら非常に便利なツール

なんだと、やってみたというか、他の人がやっているのを見ながら思ったところ

でございますが、一方で利用者が入力した情報についてもＡＩがディープラーニ

ングして学習していくので、他の利用者の回答に利用されると。それがひょっと

個人情報、機密情報だったら流出が懸念されるということで課題もあるというこ

とでございますが、それについてどう考えるかということで、かなり安全な形で

活用できるのであれば業務の効率化という面からも活用できないかという気持ち

はございます。 

現在、本市におきましては担当部署におきまして、業務における有効な活用策、

また活用する上での課題、その解決方法といったような形を検討している状況で

す。 

 

【記者】 

【マイナンバー誤登録】 

 発生当時、市長に報告はなかったのか 

 

【市長】 

 市の内部でインシデント報告、こういった事故がありました、という報告はな

されております。市長のメモまできたかどうかは確かめられておりませんけれど

も。どこまであがったかな、インシデント報告。 

【デジタル戦略課】 

 インシデントはしておりましたが、市長までのメモはその当時はされていませ

ん。 

【市長】 

 こういうのがありましたという報告、事務処理はされています。私までは報告

ないですね。 
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【記者】 

【マイナンバー誤登録】 

 発生時点で市長まで報告の上、適切な対策を講じていれば２回目のミスは生じ

なかったのではないか 

 

【市長】 

 そういうのが起きたということであがって、今後そういうことがないようにチ

ェック体制をきちっとするというような処理は部内では行われたと思っておりま

す。ただ、それが徹底できてなくてもう１件起こってしまったということかと思

いますが、全体の中の２件ということでございますので、それほどと言ったら悪

いですけれども、問題視はするべきだと思っていますし、再発防止は徹底するべ

きだと思っていますが、一応そこで２件で止まっているというところで、それな

りの対応はできていたのではないかと判断しています。 

 

【記者】 

【マイナンバー誤登録】 

 ８月と９月に同じミスが発生したことは、個人情報漏洩に関する認識が甘かっ

たのではないか 

 

【市長】 

 ２件でも起こったということに関しては、申し訳なくお詫び申し上げたいと存

じます。２度とないようにきちっと徹底するということが大事かなと思っており

ます。 

 全国で見ても数件ずつは起こっているところは多いようですので、確かに全職

員、あるいは委託業者がもう少しきちっと徹底していれば防げたかもしれないと

思っています。今後このようなことがないようしっかりとやっていきたいと思い

ます。 
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【市長】 

【マイナンバー誤登録】 

 国に対しての要望は 

 

【市長】 

 マイナンバーに関しては既に申請件数が８割を超える形で、かなり初期に想定

していた全国民にという、全員ではないにしてもある程度普及は図られているの

かなと思っています。そういう上で、これを有効に使っていくという上で、最も

大事なのが、安全に個人情報が洩れることのないような万全の体制で使用してい

く、活用していくことが大事かと思っておりますので、その辺の枠組みを国民が

納得するような形で、こういう風な措置をこういう風に取っているから安全です

よ、と、個人情報が洩れることはありませんよ、といったような説明周知を徹底

していただきたい。それを国にはお願いしたいと思います。 

 

【市長】 

【マイナンバー誤登録】 

 発生当時、市長まで報告はなかったのか 

 

【市長】 

 具体的な内容で、こういうトラブルがありましたというインシデント報告はあ

りましたが、私まではあがってきてなかったということです。 


